
カルタヘナ法に基づく立入検査における 
収去・検出標準作業手順書案について 

 
（対象微生物：酵母） 
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資料３－１ 



○○工場 

遺伝子組換え生物等の検査 

収去 

施設等の検査 

滅菌装置 

【経済産業大臣】 

【 NITE 】 

③
報
告 

①
指
示 

 

②
立
入
検
査 

・質問 
・検査 
・遺伝子組
換え生物
等の収去 

【事業者】 
遺伝子組換え生物等の 
 ・使用等をしている者、した者 
 ・譲渡した者、提供した者         
 ・輸出した者  など 

その行為を行う場所その他の場所に立ち入り 

遺伝子組換え生物等の鉱工業利用をしている事業所等への立入検査 
（第二種使用等） 

管理簿、 
運転記録等の検査 

質問 

（
④
必
要
に
応
じ
て
措
置
命
令
） 

・経済産業大臣の指示により、以下に掲げる者がその行為を行う場所等に立ち入り、 
  ①当該遺伝子組換え生物等、施設等の検査及び関係者への質問 
  ②検査に必要な最少限度の分量の遺伝子組換え生物等の収去    を行う。（第３２条） 

２ 



溶液１００[μL]を培地に塗抹 
［YPD培地＋抗生物質］ 

↓ 
（培養方法）３０℃、１～３日（嫌気培養） 

酵母の収去・検出手順書フロー図 

土壌からの試
料採取 

漏洩場所の推定 

採取場所を 
5箇所決定 

採取 
約25ml]*5[箇所] 

採取した試料の
内3[g]を10倍量
の生理食塩水に

懸濁 

排水からの試
料採取 

漏洩場所の推定 

採取場所を決定 
（底付近１箇所） 

採取 
採取量:100[mL] 

壁や床からの
試料採取 

漏洩場所の推定 

採取場所を 
５箇所決定 

採取（滅菌ガー
ゼで５箇所を拭

き取り） 

採取した試料を
20[mL]生理食塩

水で懸濁 

コロニー検出された 

PCRして供与核酸、ベクター等 
の有無を確認 

PCRで増幅された 

漏洩の疑い極めて高い 
速やかに生物課へ第二報 

増幅した断片のシーケンス 

配列が供与核酸と一致した 

漏洩の事実が確定 
速やかに関係各所へ第三報 

END 

漏洩の疑いなし 
関係各所へ報告 

END 

no 

yes 

yes 

yes 

no 

no 

no 

 ９６[個] 

９６[個] 

左図から 

yes 

必要に応じ培養時間を延長 

コロニー検出された 

＊ 遺伝子組換え生物等に関する情報(宿主・挿入DNA等） 
  が有り、環境に漏洩した事故を想定 

◆培地、培養行程を除き大腸菌の手順
書に同じ 

※網掛けの部分は大腸菌のフローと同じ部分 

３ 



収去・検出技術調査及び手順書作成の委員会 

• 遺伝子組換え生物等収去・検出技術検討委員会委員 
（敬称省略） 

委員長  藤田 正憲  国立大学法人大阪大学 名誉教授 
委 員 江崎 孝行  国立大学法人岐阜大学大学院医学研究科 教授 
     津田 雅孝  国立大学法人東北大学大学院生命科学研究科 教授 
     中村 和憲  独立行政法人産業技術総合研究所バイオメディカル研究部門 
              生物プロセス研究部門 研究顧問 
     正木 春彦  国立大学法人東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 
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